
④

業
な
ど
の
難
航
分
野
で
各
国
の
隔
た
り
が
埋

ま
ら
ず
、
年
内
妥
結
を
断
念
し
、
引
き
続
き

協
議
を
続
け
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

安
倍
総
理
は
じ
め
政
府
の
主
要
閣
僚
及
び

与
党
幹
部
は
、
国
会
及
び
自
由
民
主
党
に
よ

る
決
議
を
守
る
と
の
交
渉
姿
勢
を
堅
持
し
て

お
り
、
両
決
議
は
実
質
的
な
政
府
方
針
と
な
っ

て
い
る
。

　

他
方
、
交
渉
が
大
詰
め
を
迎
え
た
今
も
、
内

容
に
つ
い
て
の
十
分
な
情
報
開
示
は
な
い
ま

ま
で
あ
り
、
国
民
に
対
す
る
情
報
開
示
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
。

　

こ
の
事
を
踏
ま
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い

て
は
、
次
の
事
項
を
必
ず
実
現
す
る
よ
う
強

く
要
請
し
た
。

① 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
、
衆
参
農
林
水
産

委
員
会
決
議
や
自
民
党
決
議
を
必
ず
実
現

す
る
こ
と

② 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
国
民
へ
の
情
報
開

示
を
徹
底
す
る
こ
と

※
陳
情
を
採
択
し
、
次
の
関
係
各
機

関
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

内
閣
総
理
大
臣　
　

農
林
水
産
大
臣

　

外
務
大
臣　
　
　
　

経
済
再
生
担
当
大
臣

　

経
済
産
業
大
臣　
　

自
由
民
主
党
幹
事
長

　

内
閣
官
房
長
官

　

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

副
町
長
と
し
て
、
同
意
し
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
昨
年
12
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
閣
僚
会
合
で
は
、
市

場
ア
ク
セ
ス
、
知
的
財
産
、
環
境
、
国
有
企

こんなことこんなこと

決めました決めました

２０１４年
３月定例会

４日～１９日

教
育
委
員
会
委
員
に
同
意

条
例
等
の
主
な
も
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
陳
情

陳
情
１
件
を
採
択 仮宿 664 番地 1

二見　いすず　氏

永吉 6178 番地

東條　政春　氏

● 

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
引
上
げ

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定

　

消
費
税
増
税
に
伴
う
改
正

　

 

町
が
所
有
す
る
各
種
施
設
等
（
農
業
機
械

使
用
料
・
各
施
設
使
用
料
）
の
金
額
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

● 

大
崎
町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

　

消
費
税
増
税
に
伴
う
改
正

● 

大
崎
町
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

 

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
年
齢
を
引
き
上
げ

ま
し
た
。

　

現　
　

行
： 

12
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
の
者

　

改  

正  

案
： 

15
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
の
者

●
財
産
（
建
物
）
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

所  

在  

地
：
菱
田
３
０
９
３
番
地
２

　

延
床
面
積
：
３
２
０
．
７
１
㎡

　

相  

手  

方
：
社
会
福
祉
法
人

　
　
　
　
　
　

ど
ん
ぐ
り
福
祉
会　

　
　
　
　
　
　

理
事
長　

甲
斐
崎　

中　

氏

副
町
長
に
同
意

おおさき議会だより No131


